
一
三
二
■
警
彗
■
■
■
署
ュ
議
長

（Ｉ
事
十
黄
吾
）
〓
ょ
Ｉ
言
詩
愛

獄
晉
翁
江
定
結
果
を
も
と
に
現
況
濃
度
を
推
定
〓

Ｎ
Ｏ

・２‐

０

・
０
２
８
Ｐ
Ｐ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

，
ｘ
１

０

・
０
５
５
Ｐ
Ｐ
Ｍ

Ｃ
Ｏ

ｌ１
０

・
７
Ｐ
Ｐ
Ｍ

３
．

気
象
調
査

昭
和
五
十
二
年
度

一
年
間
に
わ
た
る
東
山
お
よ
び
植
田
山
の
気
象

状
況
測
定
結
果
と
中
京
テ
レ
ビ
塔
で
の
鉛
直
方
向
の
温
度
測
定
結
果

か
ら
、
当
地
に
お
け
る
逆
転
層
の
出
現
状
況
、
風
向
風
速
の
出
現
状

況
を
解
析
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
静
隠
時

（風
速

一
覧

未
満
）
逆
転
層
の
高
さ
は
標

高

一
〇
〇
Ｍ
前
後
で
あ
り
、
換
気
所
の
有
効
排
出
高
さ

（
〓

一八
Ｍ
）

を
越
え
る
の
は
年
間

一
、
二
時
間
し
か
な
い
。
　

※
注
＝
公
社
報
告

書
に
あ
る
有
風
時
の
逆
転
層
出
現
率
年
間
３
．
２
％
は
市
報
告
で
は
省
か

れ
て
い
る
。

３
．

現
地
実
験

気
象
調
査
お
よ
び
ノ
ン
リ
フ
ト
バ
ル
ー
ン
に
よ
る
気
流
調
査
か
ら

拡
散
幅
や
拡
散
係
数
を
推
定
し
、
拡
散
モ
デ
ル
式
に
よ
っ
て
濃
度
計

算
を
行
い
、
大
気
拡
散
実
験
結
果
と
比
較
し
て
適
合
す
る
モ
デ
ル
式

を
選
定
す
る
。
そ
の
結
果
、
折
れ
線
プ
ル
ー
ム
モ
デ
ル
で
拡
散
幅
の

●

●
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●
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■
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一
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一し　ヽ
一　　　ヽ
一〓
一一一一一・　・・・　
・一　　̈
一　、

拡
散
実
験
は
三
月
十
五
日
、
北
北
壼
，
■

４

・
５
Ｍ
て
三
寛

Ⅲ
　
勉
強
会
お
よ
び
会
の
対
応

昭
和
五
十
四
年
四
月
、
市
計
画
局
お
よ
び
会
員
に
よ
る

響
調
査
」
の
勉
強
会
が
行
わ
れ
た
。
会
員
か
ら
の
質
問
、

ま

ｏ
季
節
風
の
強
い
時
期
に
な
ぜ
実
験
が
行
わ
れ
た
か
。

じ
て
の
実
験
が
必
要
で
あ
る
。

ｏ
逆
転
層
に
つ
い
て
当
地
藤
巻
町
で
調
査
を
し
て
ほ
し
い
。

ｏ
気
象
調
査
に
つ
い
て
も
藤
巻
町
で
行
い
た
い
の
で
計
測
機
器
を

貸
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
新
池
の
換
気
所
予
定
地
に
お
い
て
も

調
査
し
た
い
。

ｏ
風
の
な
い
場
合
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
後
の
折
衝
に
よ
り
、
当
局
か
ら
前
回
の
調
査

へ
補
完
的
に

一
、

二
回
の
調
査
を
検
討
し
て
い
る
旨
の
回
答
が
あ

っ
た
。

Ｖ
　
第
二
回
環
境
影
響
調
査
の
経
緯

昭
和
五
十
五
年
五
月
、
計
画
局
か
ら
第
二
回
環
境
影
響
調
査
の
申

「
環
境
影

要
望
事
項

一
年
を
通
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し
出
が
あ

っ
た
。
会
は
調
査
時
期
を
夏
で
無
風
時
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
七
月
に
行
う
こ
と
、
藤
巻
町
内
の
観
測
点
の
増
加
を
要
求
し
受

け
入
れ
さ
せ
た
。

Ｖ
　
第
二
回
環
境
影
響
調
査
報
告
の
概
要

気
流
動
態
調
査
お
よ
び
大
気
拡
散
実
験
を
第

一
回
と
同
じ
方
法
で

行
い
、
拡
散

モ
デ

ル
の
推
定
お
よ
び
実
測
濃
度
分
布
と
の
比
較
検
討

を
し
た
。

そ
の
結
果
、
五
十
三
年
と
同
じ
く
、
拡
散
モ
デ
ル
は
正
規
型
プ
ル

ー
ム
モ
デ
ル
、
拡
散
幅
の
推
定
を
温
位
勾
配
と
し
た
も
の
が
濃
度
推

計
に
適
す
る
。
ま
た
無
風
時
は
実
験
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
が
パ
フ

モ
デ
ル
の
検
討
を
行
っ
た
。

（
資

料

〕

ｏ
換
気
所
か
ら
の
自
動
車
排
出
ガ
ス
影
響
調
査
業
務
委
託
、
報
告

書

（昭
和
５３
年
１２
月
、
名
古
屋
高
速
道
路
公
社
）

ｏ
東
山
地
区
三
換
気
所
の
環
境
影
響
調
査

（同
）
　

注

，――
前
記
を

要
約
し
た
も
の

ｏ
気
流
動
態
調
査
お
よ
び
大
気
拡
散
実
験
業
務
委
託
、
報
告
書

（昭
和
５５
年
度
、
名
古
屋
高
速
道
路
公
社
）

ｏ
東
山
地
区
三
換
気
所
の
環
境
影
響
調
査

（昭
和
５７
年
■
月

※
注
＝
前
記
を
要
約
し
た
も
の

影
響
調
査
の
経
緯

昭
和 環

Ｅ

塵

睡

震

璽

跛

蠍

蠍

骰

饉

瑕

晟

逹

藤

睫

睫

睫

巫

埃

晰

53 51 53 51 52 
境

53545454

東
山
、
植
田
山
で
１
年
間
の
気
象
調
査
実
施
。

公
社
か
ら

「拡
散
実
験
」
の
実
施
申
し
出
。

第

一
回
拡
散
実
験
実
施
。

会
、
計
画
局

へ
拡
散
実
験
の
不
満
、
疑
問
表
明
、

公
害
対
策
局
へ
環
境
調
査
を
依
頼
。

６
月
　
藤
巻
町
内
２
カ
所
で
１５
日
間
に
わ
た
り
環
境
調

査
実
施
。

・２
月
　

「
換
気
所
か
ら
の
自
動
車
排
出
ガ
ス
影
響
調
査

業
務
委
託
報
告
書
」
公
社
発
行
提
示
。

「
環
境
影
響
調
査
」
の
結
果
説
明
会
行
わ
れ
る
。

４
月
　
会
員
全
員
を
対
象
と
し
た

「
環
境
影
響
調
査
」

勉
強
会
開
催
。

６
月
　
会
、
計
画
局

へ
「
環
境
影
響
調
査
」
に
対
す
る

要
望
事
項
を
提
出
。

・２
月
　
計
画
局
に
対
し
再
質
問
を
行
う
。
局
再
調
査
を

検
討
表
明
。

5  3  2
月 月 月
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■
不

三

●

一一７

，
ワ

轟

・
２
澪
　
計
画
局
か
ら

一
環
境
現
溌
調
査
」
の
実
施
申
し

出
。

５５
　
　
　
　
２
、
６
、
８
、
・０
月
の
４
回
に
わ
た
り

「
環
境

境
況
調
査
」
実
施
。

５５

・
５
月
　
計
画
局
か
ら

「第
２
回
環
境
影
響
調
査
」
の
申

し
出
。

５５

・
７
月
　
右
同
実
施
。

５６

・
Ｈ
月
　
「
気
流
動
態
調
査
お
よ
び
大
気
拡
散
実
験
」

（公
社
発
行
）
報
告
書
が
提
出
さ
れ
る
。

５７

・
Ｈ
月
　
右
同
勉
強
会
開
催
。

環
境
影
響
調
査

の
批
判

青

木

和

人

大
気
汚
染
物
質
の
う
ち
、
工
場
や
産
業
活
動
に
よ
る
Ｓ
０
２

は
大

幅
に
低
下
し
た
・。　
一
方
、
自
動
車
を
主
要
因
と
す
る
Ｎ
０
２
ヽ
浮
遊

粒
子
物
質
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ツ
ト
は
横
ば
い
か
ら
増
加
傾
向
を
示

し

（五
十
八
年
度
環
境
庁
大
気
汚
染
状
況
測
定
結
果
）
名
古
屋
市
で

は
Ｎ
０
２
の
環
境
基
準
値
は
達
成
し
て
は
い
る
も
の
の
、
疫
学
的
に

人
体

へ
の
影
響
が
認
め
ら
れ
て
い
る
目
標
値

（ｏ

・
ｏ
４
Ｐ
Ｐ
Ｍ
）

に
は
及
ば
な
い
状
況
で
あ
る

（公
害
の
状
況
―
名
古
屋
市
）
。

大
気
汚
染
以
外
に
も
、
騒
音
を
含
め
る
と
自
重
車
麺
よ
る
主
害
鎌

深
刻
で
あ
り
、
こ
の
対
策
が
い
か
に
困
難
か
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

開
発
に
対
す
る
環
境
影
響
調
査
を
よ
り
精
密
に
す
る
と
と
も
に
、
十

分
に
証
明
さ
れ
た
事
実
を
採
用
し
、
疑
わ
し
き
は
、
か
け
が
え
の
な

い
環
境
を
守
る
と
す
る
運
用
が
求
め
ら
れ
て
い
よ
う
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
過
去
三
回
の
環
境
影
響
調
査
の
問
題
点
を
指

摘
し
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

一
、
平
均
値
で
論
じ
た
り
、
頻
度
が
少
な
い
か
ら
棄
却
し
た
り
す

る
危
険
性

対
象
が

「
回
復
不
能
」
な
環
境
や
人
間
の
生
存
に
関
す
る
場
合

は
、　
一
年
に
数
度
し
か
発
生
し
な
い
現
象
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
影

響

（致
命
度
）
を
検
証
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
老
人
や

暑

幼
児
が
病
気
に
な
っ
た
り
、
本
が
結
れ
た
り
す
る
場
合
に
は
、
稀

な
現
象
で
あ
っ
て
も
問
題
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
平
均
値
の

議
論
は
意
味
が
な
い
。

二
、
逆
転
層
の
高
さ
と
、
排
ガ
ス
の
排
出
高
さ

（有
効
排
出
高
さ
）

東
山

一
〇
三
Ｍ
以
下
の
温
度
と
中
京
テ
レ
ビ
塔
の
温
度
に
相
計

が
あ
る
。
↓
中
京
テ
レ
ビ
塔
の
静
穏
時
逆
転
層
は
一
一
五
Ｍ
以
下

で
あ
る
。
↓
有
効
排
出
高
さ
は

一
一
五
Ｍ
以
上
あ
れ
ば
よ
い
。

東
山

一
〇
三
Ｍ
以
下
と
テ
レ
ビ
塔

一
一
五
Ｍ
以
下
の
温
度
に
相

-35-



関
が
あ

っ
て
も
、　
一
〇
三
Ｍ
以
上
に
相
関
が
あ
る
と
は
い
ぇ
な
い

（相
関
は
内
挿
法
に
は
使
え
て
も
外
挿
に
は
そ
れ
な
り
の
証
明
が

い
る
）
。
ま
た
、
静
穏
時
の
逆
転
層
の
頻
度
は
少
な
い
と
し
て
い

る
が

（逆
転
層
高
さ
が

一
一
五
Ｍ
を
こ
え
る
も
の
）
有
風
時
は
か

な
り
あ
り

（資
料
１
表
３
１
・７

・
‐８
　
顕
著
な
逆
転
で
年
間
３
．
２
％
）

地
形
が
複
雑
で
、
特
異
な
温
度
分
布
や
逆
転
層
頻
度
が
あ
る
と
認

め
て
い
る
以
上
、
現
地
デ
ー
タ
は
不
足
し
て
お
り
、
逆
転
層
の
高

さ
と
頻
度
は
わ
か
ら
な
い
と
し
た
方
が
正
し
い
解
析
の
し
方
で
あ
る
。

三
、
逆
転
層
と
拡
散
実
験

二
で
述
べ
た
よ
う
に
逆
転
層
の
高
さ
と
頻
度
が
わ
か
ら
な
い

以
上
、
逆
転
層
の
あ
る
場
合
と
な
い
場
合
で
拡
散
実
験
を
行
い
、

濃
度
分
布
推
定
モ
デ
ル
の
あ
て
は
め
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

拡
散
実
験
は
有
風
時
の
逆
転
層
の
な
い
時
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

で
代
表
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

（静
隠
時
は
第
２
回
に
は
試
み
ら

れ
て
は
い
る
）
。

四
、
拡
散
実
験
と
拡
散
パ
タ
ー
ン
の
推
定

一
般
的
に
、
パ
フ
、
プ
ル
ー
フ
モ
デ
ル
は
長
期
の
平
均
濃
度
を

推
定
す
る
の
に
対
し
、
短
期
的
、
複
雑
な
地
形
で
は
数
値
モ
デ
ル

の
基
礎
方
程
式
を
解
く
方
が
よ
り
正
確
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
拡
散
パ
タ
ー
ン
、
濃
度
と
も
実
験
と
よ
く
合

っ
て
い
る
と

降
嚇
憔
階
朧
罐
憔
踏
離
麟
嘔
罐
陽
暗
一嗜
」罐
”
漁
”＝
■
一■
■
■

し
て
い
る
が
、
稀
な

一
致
か
、
適
合
性
の
検
定
を
怠

っ
て
い
る
か

の
ど
ち
ら
か
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
験
デ
ー
タ
の
う
ち
藤
巻

一
丁

目
の
異
常
点

（計
算
値
よ
り

一
桁
濃
度
が
高
い
）
に
つ
い
て
は
、

複
雑
な
地
形
故
に
十
分
な
吟
味
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
、　
一
か
ら
四
を
ま
と
め
る
と
、
調
査
の
目
的
は

「
こ
れ
ら
換

気
所
の
周
辺
は
地
形
的
に
複
雑
で
あ
り
、
そ
の
た
め
気
流
が
特
殊
な

動
き
を
し
て
、
換
気
所
建
設
に
伴
い
大
気
汚
染
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ

る
」

（資
料
１
概
要
）
と
し
な
が
ら

「
顕
著
に
は
見
ら
れ
な
い
」

「
冷
気

の
影
響

の
な

い
所

で
は
非
常
に
局
所
的
な
現
象
」

（資
料

１
、
三
章
結
論
）
と
し
て
、
地
形
が
複
雑
な
た
め
に
起
こ
っ
て
い
る

異
常
な
現
象
を
切
り
捨
て
、
平
地
と
同
じ
条
件
で
拡
散
推
定

モ
デ

ル

を
組
み
立
て
て
お
り
、
膨
大
な
手
間
、
暇
を
か
け
た
調
査
が
目
的
に

ま
っ
た
く
答
え
て
い
な
い
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た

一
見
、
統
計

的
方
法
を
用
い
て
は
い
る
が
、
統
計
的
考
え
方
を
ま
っ
た
く
理
解
し

て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
故
意
に
結
論
を
導
い
て
い
る
か
に
な
っ
て

い
る
。

最
後
に
、
今
後
は
こ
の
調
査
で
妥
当
と
さ
れ
た
拡
散
モ
デ
ル
で
Ｎ

０
２
等
の
濃
度
予
測
を
し
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
よ
う
が
、
拡
散

モ
デ
ル
を
導
い
た
誤
り
と
と
も
に
、
判
定
値
と
し
て
の
環
境
基
準
値
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Ｅ

ゼ

、

場
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‘

ｃ
く

ィ
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■

υ

だ

と

Ｉ
ラ

ル
を

導

セ
た

詳

り

と

と
も

に
、

Ｉ
■
■
■
一●
■
■
一一■
■
●

当
定
値

と
し
て
の
環
境
基
準
値

■■
一一■一■
■
●
■
●
一一一■
■
一‐‐■■
■
一・一‐‘
，■
一一一一一■
一■
■
意
■
Ｒ
確
ず

彙
是
非
ｉ
覆
わ
れ
な
け
れ
は
な
ら
な
）Ｉ
　
一．

．́
■

・
し
、
は
夏
〓
ニ

環
境
を
改
善
こ
そ
す
れ
悪
化
さ
せ
る
た
め
で
な
い
こ
と
を
強
く
訴
え

て
お
こ
う
。

野

鳥

調

査

藤
巻
町
は
緑
と
お
い
し
い
空
気
と
野
鳥
の
宝
庫
。
こ
の
野
鳥
の
棲

息
状
況
を
調
べ
た
ら
、
と
の
意
見
か
ら
、
町
民
全
家
族
を
あ
げ
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
よ
る
実
態
調
査
が
行
わ
れ
た
。
庭
、
木
立
の
中
、

池
、
空
…
…
み
ん
な
鳥
類
図
鑑
と
首
っ
引
き
で
長
期
間
か
け
て
調
べ

上
げ
た
。

そ
の
結
果
は
予
想
以
上
に
多
種
多
様
。
ウ
グ
イ
ス
、
キ
ジ
、
ジ
ョ

ー
ビ
タ
キ
、　
コ
ジ
ュ
ケ
イ
な
ど
調
査
部
の
集
計
が
す
ん
で
五
十
六
種

類
が
数
え
上
げ
ら
れ
た
。

「
や
っ
ぱ
り
宝
庫
。
こ
の
環
境
を
壊
し
て

鳥
た
ち
を
悲
し
ま
せ
て
は
い
け
な
い
」
が
み
ん
な
の
共
通
し
た
気
持

ち
だ

っ
た
。

井

戸

水

調

査

会
員
の
中
に
は
、
私
道
な
ど
の
関
係
か
ら
水
道
が
引
け
ず
井
戸
水

暮
ら
し
の
家
庭
も
あ
る
。
し
か
も
、
不
運
に
も
水
脈
に
恵
ま
れ
ず
苦

労
し
た
方
も
あ
る
と
の
情
報
か
ら
、
井
戸
水
調
査
も
行
っ
た
。
も
し
、

〓
量
三
一一達
堆
一
■．
■
二
、、　
、　
・
サ̈
　
・
〓一
三
′二
．
〓
■
．
〓
．一一、　
■
一ｉ
〓
や
Ｉ
、　
・

て
し
ま
う
家
庭
が
出
る
か
も
…
…
≡
と
い
っ
て
、
私
遭
〓
育
者
■
言

単
に
水
道
敷
設
を
許
す
は
ず
も
な
く
、
宅
地
な
み
の
時
価
で
買
い
上

げ
を
追
ら
れ
る
こ
と
も
確
実
。
調
査
の
結
果
、
井
古
水
生
活
者
が
約

三
〇
％
近
い
こ
と
、
水
質

（保
健
所
調
べ
）
も
あ
ま
り
上
質
で
は
な

い
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
た
。
各
家
庭
の
問
題
で
も
あ
り
、
調
査
結
果

の
詳
述
は
さ
し
ひ
か
え
る
こ
と
と
す
る
。

風
船
揚
げ
調
査

排
ガ
ス
滞
留
に
よ
る
人
畜

へ
の
被
害

（死
病
）
が
ア
メ
リ
ヵ
、
ベ

ル
ギ
ー
で
あ

っ
た
と
の
指
摘
、
そ
の
被
害
地
は
藤
巻
町
と
相
似
の
丘

陵
と
谷
間
が
隣
接
す
る
地
形
で
あ
る
と
の
警
告
、
さ
ら
に
は
大
気
中

に
は
逆
転
層
と
い
う
現
象
が
比
較
的
低
い
空
中
に
形
成
さ
れ
る
と
い

う
指
導
な
ど
、
会
員
は
研
究
部
、
調
査
部
、
外
部
識
者
な
ど
の
知
恵

と
勉
強
に
よ
っ
て
広
く
知
り
得
た
。
そ
の
知
識
か
ら
起
こ
っ
た
行
動

が
風
船
揚
げ
の
調
査
活
動
で
あ
っ
た
。

ヘ
リ
ウ
ム
・
ガ
ス
を
入
れ
た

風
船
を
数
十
個
ず

つ
毎
週
日
曜
日
の
早
朝
に

一
定
地
点
か
ら
空

へ
放

つ
―
こ
の
地
道
な
活
動
が
長
年
続
い
た
。

私
達
会
員
は
、
い
ま
、
そ
の
調
査
統
計
を
手
に
し
て
い
る
。
大
金

を
か
け
た
当
局
の
気
流
調
査
と
は
別
の
、
何
の
作
為
も
な
い
長
期
間
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の
デ
ー
タ
で
あ
る
。
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